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因の一つは、楽譜を読む経験が少ないという
ことであり、読んだり書いたりできるように
なるためには継続的な練習が必要であると言
える。
　ところで、楽譜が読めない学生の一部は、
楽譜に階名をカタカナで書き込んでいる。階
名が分かると、ピアノの鍵盤を頼りにメロ
ディーラインやハーモニーを見つけることは
できる。しかし、リズムは時間的現象におけ
る運動の秩序であるため、仮名を振ることが
できない。例え、タンタン・・・と書いたと
しても、それを一定の拍の上に乗せることは
難しい。
　では、リズムを歌う経験を重ねる意義は何
だろうか。パウル・ヒンデミットは「音楽に
おける時間的な活動のもっとも単純な形は、
異なった長さの音の使い方である。」３）、青
島は「メロディーのない音楽は存在しますが、
リズムのない音楽は、ちょっと想像できませ
ん」４）と述べている。また、ゲルハルト・マ
ンテルは、「演奏を理解するということは、い
つもリズムを理解するということです。リズ
ムが中断されると、聴者はリズムのつながり
を見つけることだけに集中してしまいます。
１．はじめに
　保育者養成校に入学してくる学生の多くが、
「楽譜が読めない」「楽典が分からない」と訴
えて来る。彼らの言う‘楽譜が読めない’と
は、‘五線上の音符の階名が読めない’‘楽譜
があっても演奏できない’という意味である。
一方、彼らは、様々な場面で携帯音楽機器を
使い、自分達の音楽を心から楽しんでいる。
　私たちが日常生活する上では、楽譜を読め
なくても不自由はしない。しかし、「楽譜が読
めるようになると、音楽がより楽しくなり、
創作力がいっそう強くなり、したがって進ん
で自己を音楽によって表現しようとする意欲
が起こって来る。」のである。１）
　マーセルは、「音楽の訓練とは、音楽活動が
自然になるように勉強する過程のことです。
それは、時間と努力と、絶えざる自己批判を
要する学習過程です。」２）と述べている。こ
れは、すべての音楽の訓練について述べられ
ていることであるが、「音楽活動が自然になる
ように勉強する過程」の中には、楽譜を読ん
だり書いたりできるようになる過程も含まれ
る。言い換えれば、彼らが楽譜を読めない原
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生の30.3％であった。また、高校時代に音楽
の授業を受けていなかった学生は、2010年度
入学生の35.6％、2011年度入学生の34.3％で
あることが分かった。更に、音楽の授業を受
けていなかった学生のうち2010年度入学生で
は86％、2011年度入学生では88.2％の学生が、
過去にピアノのレッスンを全く受けたことが
ないか、受けたことがあっても幼少期の数年
のみか、入学直前だけであった。
　この調査結果から、小・中学校で不足して
いた楽譜を読む力が、大学入学までに育って
いなかったのは無理もないことだと言える。
　一方で、「小学校では『リズム感』『音楽に
身体で反応する力』『音楽を耳で聴いて模倣
する力』『音楽に取り組む意欲』、中学校では
『リズム感』『音楽を耳で聴いて模倣する力』
『音楽に取り組む意欲』について、他の項目
から比べると『十分』と感じている教師が多
い。」７）という調査結果がある。
　そこで、本学学生に、図１のリズムをウッ
ドブロックで叩いて示し、何の曲のリズムに
聴こえるかを質問したところ、ほとんどの学
生が、「どんぐりころころ」と言い当てた。
　リズムから、メロディーをイメージするこ
こうなると、音楽構造の重要な部分を見失う
ことにもなります。」５）と述べている。つまり、
リズムは音楽のエッセンスであり（音楽の三
要素は‘リズム・メロディ・ハーモニー’）、
リズムを歌うことに時間と努力を費やすこと
で、楽譜を見てリズムを歌うことができるよ
うになったり、心に浮かんだリズムを楽譜に
書いたりできるようになるのである。
　本研究は、幼稚園教諭や保育士を目指す、
読譜の苦手な学生な学生が、リズム譜を歌う
経験を重ねた後、そこで獲得した力を応用し
て、幼児のための合奏教材作りへと発展させ
た活動の実践例を考察し、リズム譜を歌う指
導の有効性について論じるものである。
２．学生の実態
　ところで、今日に至るまで、学校教育の中
で学生たちの中に何が育ったのであろうか。
　杉江等の調査によると、「最近の子どもの音
楽の力については、ほとんどの項目において
『やや不足』と感じている教師が多いことが
わかる。なかでも『楽譜を読む力』について
は『大変不足』と感じている教師が43％、中
学校でも58％存在し、『やや不足』と回答した
教師と合わせると、小学校教師の94％、中学
校教師の98％と、ほぼ全員の教師が児童生徒
の楽譜を読む力に不足を感じている。」６）と
いう実態が報告されている。
　また、本学に入学してくる学生（2010年度
および2011年度入学生）が、高校時代に音楽
の授業を受けていたかを調べたところ表１の
グラフのようになった。
　入学直後の調査によると、１年次のみ受け
た学生と３年間受けた学生には年度によって
差があったが、１年間のみ授業を受けた学生
は、2010年度入学生の41.6％、2011年度入学
表１
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い。」８）と述べている。筆者はこの考えに同
感するものである。
　そこで、‘楽譜が読める’から‘楽譜が書け
る’ようになる第一歩として、リズム唱を重
ね、リズムを反射的に読む力を育成し、その
経験を踏まえて、楽譜に表す力を育成するこ
とを試みた。
３．小・中学校の歌唱共通教材に使われ
ているリズム
　記譜（notation）の力を育てるには、小・
中学校の歌唱共通教材のリズムパターンを取
り出し、耳で聴いて歌っていたリズムを楽譜
として再認識させることが有効であろうと考
えた。
　そこで、小学校１年から中学校３年までの
教科書に楽譜が掲載されている、歌唱共通教
材のリズムを抽出した。本来、歌曲のリズム
を言葉のフレーズと切り離すことはできない
だけでなく、「音符は、意味のある音楽的パ
ターンとして、いくつかをひとまとめにして
見るべきもの」９）であるが、ここでは、１小
節分をリズムパターンとして抽出した。
　表２は、抽出したリズムパターンが使われ
ている楽曲名を示している。
表２
№ リズムパターン 曲名
1
ひのまる　花の街　かくれ
んぼ
2
ひらいたひらいた　かたつ
むり　ひのまる　かくれん
ぼ　虫のこえ　うさぎ
3 夕やけこやけ
4 ひらいたひらいた
とができるのである。
　その後、様々なリズムの応答を試みた。４
拍子１小節分のリズムを筆者がコンガを使っ
て叩き、一人ひとりに模倣させたが、全員が
間違いなく叩くことができた。次に、筆者が
叩くリズムと異なるリズムで応答をさせたが、
これもほとんどの学生がスムーズに応答でき
た。小・中学校での調査で報告されているよ
うに、「リズム感」「音楽を耳で聴いて模倣す
る力」は身についていることが分かった。
　しかし、最初に楽譜を示して、叩くように
求めたら直ぐに叩けなかったであろう。何故
ならば、図２のリズム譜を提示して、リズム
唱をすることを求めたところ、多くの学生は
直ぐにできなかったが、「ぞうさん」であるこ
とを伝えると、ほとんどの学生が正確に歌う
ことができたのである。
　多くの学生が、新しい教材の練習に入る際、
「先生、一回弾いてみてください。」と言って
くる。いわゆる「耳コピー」に頼るのである。
　水戸は、読譜力育成の方法として、「まずは
特定の音を反射的に読めるようにすることで
ある。その上で、読めるようになる音域やリ
ズムパターンを順次増やしていくのである。
（中略）同じことの繰り返しによって読める
音を少しずつ身につけていくものであり、継
続的な学習を抜きにして成り立つものではな
図１
図２
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27 まきばの朝
28 ふじ山　夏の思い出
29 荒城の月
30 ふじ山　さくらさくら
31 もみじ
32 もみじ
33 さくらさくら
34 夏の思い出
35 夏の思い出
36 夏の思い出
37 荒城の月
38 子もり歌
39 夏の思い出
40 夏の思い出
41 夏の思い出
42 スキーの歌
43 スキーの歌
44
はるがきた　茶つみ　ふじ
山　こいのぼり　われは海
の子
45 まきばの朝
46 とんび
47 まきばの朝
48
茶つみ　ふじ山　まきばの
朝　スキーの歌　われは海
の子
49 こいのぼり
50 ふじ山　とんび
51 まきばの朝　こいのぼり
5 花の街
6
ひらいたひらいた　虫のこ
え　夕やけこやけ　うさぎ
　花の街
7 うさぎ　花の街　虫のこえ
8 虫のこえ　うさぎ
9
ひらいたひらいた　かたつ
むり　虫のこえ　夕やけこ
やけ　うさぎ 花の街
10 かくれんぼ
11 かたつむり
12 かたつむり　夕やけこやけ
13 かくれんぼ
14 うさぎ
15 ひらいたひらいた
16 花の街
17
春の小川　まきばの朝　さ
くらさくら　スキーの歌　
越天楽今様
18 茶つみ
19 春の小川　もみじ　茶つみ
20 さくらさくら
21
ふじ山　まきばの朝　こい
のぼり　子もり歌　スキー
の歌　われは海の子　
越天楽今様
22
と ん び　 ま き ば の 朝　 ス
キーの歌
23 もみじ
24
はるがきた　茶つみ　ふじ
山　さくらさくら　とんび
　まきばの朝　もみじ　
こいのぼり　子もり歌　ス
キーの歌　われは海の子　
越天楽今様
25 まきばの朝　スキーの歌
26
はるがきた　まきばの朝　
もみじ　こいのぼり
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52 ふじ山　とんび
53 スキーの歌
54 夏の思い出
55 こいのぼり
56 こいのぼり
57 スキーの歌
58 こいのぼり
59 荒城の月
60 荒城の月
61 夏の思い出
62 うみ　冬げしき　ふるさと
63 うみ　ふるさと　赤とんぼ
64 冬げしき
65
うみ　冬げしき　ふるさと
　赤とんぼ
66
冬げしき　おぼろ月夜　赤
とんぼ
67 おぼろ月夜
68 ふるさと
69 赤とんぼ
70 冬げしき　ふるさと
71 冬げしき
72 おぼろ月夜　赤とんぼ
73
おぼろ月夜　ふるさと　赤
とんぼ
74 浜辺の歌　早春賦
75 浜辺の歌　早春賦
76 早春賦
77 早春賦
78 浜辺の歌
79 早春賦
80 浜辺の歌
81 浜辺の歌
82 浜辺の歌
　表中のリズムを分類すると、以下のように
なる。
①４拍子であるが、２拍子のリズムパターン
２つを組み合わせてできているもの。
　［17］は［1・1］、［19］は［1・2］、［20］は［1・
5］、［21］は［5・1］、［22］は［5・5］、［23］
は［5・2］、［26］は［6・1］、［27］は［9・1］、
［28］は［9・5］、［29］は［9・2］、［30］は［6・
5］、［31］は［6・2］、［32］は［6・6］、［33］
は［1・7］、［34］は［9・6］、［35］は［6・7］、
［36］は［9・9］、［37］は［9・7］、［39］は［16・
6］、［44］は［1・4］、［45］は［5・4］、［46］
は［4・5］、［47］は［4・2］、［48］は［4・1］、
［49］は［6・4］、［50］は［4・6］、［51］は［4・
7］、［52］は［4・9］、［55］は［13・2］、［56］
は［13・1］、［57］は［12・9］、［58］は［13・
4］、［59］は［11・2］
②拍子は異なるが音価比が同じリズムパター
ンであるもの。
　［1］と［22］、［3］と［24］、［6］と［21］、［7］
と［20］、［8］と［19］、［9］と［17］、［11］
と［41］、［12］と［48］、［14］と［26］、［15］
と［30］、［16］と［18］
③休符を意識することは重要なことであるが、
叩く拍の位置が同じもの。
　［2］と［3］、［7］と［8］、［19］と［20］、［22］
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えられる。
①手で拍を叩きながら書かれたリズムを歌う
例。
②拍子を振りながら書かれたリズムを歌う例。
③拍子を声に出して数えながら書かれたリズ
ムを手で叩く例。
④１拍に当たる音符を指で示しながら、書か
れたリズムを歌う例。指はリズムを刻まな
いようにする。
　いずれも、視覚的にリズムを捉える方法で
ある。しかし、①は楽譜を目だけで追うので
見失うことがあり、②は拍子を振ることに意
識が行き、リズムを歌うことに集中できない
ことがある。③は一定のテンポでカウントす
ることができないことがある。そこで、筆者
は④の方法で指導することが効果的であると
と［23］、［28］と［29］、［30］と［31］、［46］
と［47］、［67］と［68］、［79］と［80］
④３拍子については、２拍子のパターンにプ
ラス１拍、または４拍子のパターンからマ
イナス１拍と考えられる。
　このように分類すると、覚えなければなら
ないリズムパターンは限られてくる。
　また、［69］と［77］のように八分音符６個
でできているリズムの場合、６拍子は２拍子
系なので、聴いた時には３拍子との違いを聴
き分けることができるが、楽譜上では３拍子
と６拍子の連桁の違いがあることを理解させ
なければならない。
４．リズム唱を行う授業の概要
　本学では１年次に、幼稚園教諭免許および
保育士資格取得希望者のために、ピアノ演奏
能力を高める授業として「ピアノ実技とソル
フェージュ」が、２年次には、その能力を使っ
て弾き歌いをする授業として「子どもの歌と
伴奏法」が、通年の必修科目として開講され
ている。本来、ソルフェージュで扱う内容は、
視唱、聴音、リズム、楽典、初見視奏など広
く、音楽を勉強する人にとっては欠くことの
できない学習である。
　しかし、保育者養成大学において多くの時
間をソルフェージュのために確保することは
困難であり、１年次ではピアノの個人レッス
ンと並行して、楽譜を見てリズムを歌う課題
を50題課している。ここでの目的の一つは、
リズムパターンを視覚的に理解し、記譜のメ
カニズムを理解することであり、途中で立ち
止まったり歌い直したりすることなく、一定
の速度で４小節を歌えるようにできることで
ある。
　練習方法として、以下の①～④の方法が考
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力がついたということができるだろう。聴い
たリズムを楽譜に記すことができるというこ
とは、頭に浮かんだリズムを楽譜にすること
ができるということでもある。
５．幼児のための合奏教材作り
　市販されている幼児のための合奏曲集の多
くは、ピアノ伴奏パートが付いている。ピア
ノの苦手な保育者は、難しい伴奏の付いた合
奏曲を子どもたちに指導することを躊躇する
のではないだろうか。
　そこで、２年次に、幼稚園教諭免許および
保育士資格取得希望者に必修科目（半期）で
ある「保育内容の研究（表現―音楽）Ⅰ」の
中で、リズムを歌う課題で培った力を応用し
て、ピアノ伴奏が付かない合奏教材作りを
行った。活動の流れは次のとおりである。
①「ジングルベル」のメロディー（４分の４
拍子17小節）に、１本線が３本書かれた楽
譜を配布。図５に好きな打楽器を３種類選
判断した。
　学生が過去に歌ったことのあるリズムパ
ターンは、表２に抽出したリズム以外にも多
いことから、１年次の‘リズム課題’の中には、
以下のリズムを含むパターンを加えた。
　２年次になって、リズムの視覚化の方法と
して、表２にあるリズムを選んで、リズムに
果物の名前を当てはめ、言葉で歌う活動を
行った。
　その後、４分の４拍子４小節のリズム聴音
を行った。図３・図４で示したように、４小
節全て書き取れたのは、１年次にリズムを歌
う課題を行っていなかった学生がおよそ７％
だったのに比べ、リズムを歌う課題を行って
いた学生はおよそ23％と３倍以上だった。一
方、全く書き取れなかった学生が１年次にリ
ズムを歌う課題を行っていなかった学生の
40％だったのに比べ、リズムを歌う課題を
行っていた学生ではおよそ11％と少なかった。
　この結果から、１年次にリズムを歌う課題
を行った学生は、聴いたリズムを楽譜に記す
図３
図４
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んでリズム譜を作成し、１週間後に提出。
②提出された手書きの楽譜を筆者がFinaleで
浄書。
　１年次にリズム唱を行っていなかった学生
は、１小節内の拍数が４拍になっていない
未完成の作品が多かったのに比べ、１年次
にリズムを歌う課題を行っていた学生はリ
ズムパターンを組み合わせることができる
ようになっていた。
③７～８人のグループに分かれ、相談して演
奏する作品を選ぶ。メロディをミュージッ
クベルで演奏し、打楽器と合わせて練習後、
グループごとに発表。メロディは、鍵盤ハー
モニカで演奏することもできる。
　図６～図10は学生の作品の一部である。
　共通していることは、二部形式で書いてい
　ることと、鈴を使っていることである。
図５ 図６
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６．おわりに
　歌う活動とともに楽器を使った活動に力を
入れている幼稚園や保育所が多い。中でも、
幼児マーチングバンド全国大会（コンクール）
に参加したり、幼児音体フェスティバル（1955
年４月に発足した全日本幼児教育連盟の活動
の一つ）、コンクールではないが東京ディズ
ニーランドでの演奏など、大勢の観客の前で
演奏をする活動に参加したりしている園も少
なくない。
　幼児のための合奏教材は、たくさん出版さ
れているが、その中には難度の高いものも見
られる。しかし、幼稚園教育要領および保育
所保育指針に、「音楽に親しみ，歌を歌ったり，
簡単なリズム楽器を使ったりなどする楽しさ
を味わう。」と示されているように、日々の
保育の中で行われる音楽的活動は身近にある
図８ 図10
図９
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楽器と触れ合うところからスタートすべきで
ある。しかも、「幼児一人一人の特性に応じ，
発達の課題に即した指導を行う」10）ことや、
「子どもの発達について理解し、一人一人の
発達過程に応じて保育すること。その際、子
どもの個人差に十分配慮する」11）ことが求め
られている。
　それゆえに、子どもたちが大好きな曲を合
奏用にアレンジしたり、市販されている難度
の高い楽譜を易しくアレンジしたりすること
など、子どもたちの発達を考慮した教材作り
ができる教材開発力の養成が必要であろう。
　また、聴いたことのあるリズムを、身体や
楽器を使って音で再現することができるのは
もちろんであるが、子どもたちが普段何気な
く叩いているリズムを楽譜として残し、子ど
もたちの音楽的成長を記録することも保育実
践力につながるのである。
　以上から、保育者を目指す学生に記譜の力
を養成する方法の一つとして、リズムを歌う
経験を積み重ねることは有意義であると言え
る。
注
１）J.L.マーセル著・美田節子訳（1971）『音楽教育
と人間形成』、音楽之友社、P.113
２）同上　P.122
３）パウル・ヒンデミット（2003）『新版音楽科の
基礎練習』、音楽之友社、P.19
４）青島広志（2005）『やさしくわかる楽典』、日本
実業出版社、p.60
５）ゲルハルト・マンテル（2012）『楽譜を読む力』、
音楽之友社、p.41
６）杉江淑子（2009）「子どもや若者の『聴く力』
と読譜の役割」『音楽教育実践ジャーナル』vol.7
№１、日本音楽教育学会、P.7
７）同上
８）水戸博道（2009）「読譜のメカニズム―確実な
技能の習得に向けて」『音楽教育実践ジャーナル』
vol.7 №１、日本音楽教育学会、P.129
９）J.L.マーセル著・美田節子訳（1971）「音楽教育
と人間形成」、音楽之友社、P.336
10）幼稚園教育要領
11）保育所保育指針
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